
 

 

大学共同利用機関法人人間文化研究機構職員の勤務時間及び休暇等の特例に 

関する規程 

 

                                 平 成 ２ ４ 年 ５ 月 ２ ２ 日 

                                 規 程 第 １ ２ ８ 号 

                                 平成２６年 ２月１８日改正 

                                 平成２７年１２月 ７日改正 

                                 平成２８年 １月１８日改正 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、夏季における職員の勤務条件を勘案し、又は各機関における省エネ

ルギー対策の観点から、大学共同利用機関法人人間文化研究機構職員の勤務時間及び休

暇等に関する規程（平成１６年４月１日規程第３２号。以下「勤務時間休暇等規程」と

いう。）、大学共同利用機関法人人間文化研究機構契約職員就業規則（平成１６年４月１

日規程第１９号。以下「契約職員就業規則」という。）及び大学共同利用機関法人人間

文化研究機構パートタイム職員就業規則（平成１６年４月１日規程第２０号。以下「パ

ートタイム職員就業規則」という。）の特例に関する事項を定めるものとする。 

 

（特別休暇に係る特例措置） 

第２条 勤務時間休暇等規程が適用される職員に対して、同規程第２１条の規定にかかわ

らず、７月１日から９月３０日までの期間（以下「夏季休業等期間」という。）内に、３

日間の有給の特別休暇（以下「特例夏季休業等特別休暇」という。）を付与するものとす

る。 

２ 契約職員就業規則が適用される契約職員に対して、同規則第３２条の規定にかかわら

ず、夏季休業等期間内に、特例夏季休業等特別休暇を付与するものとする。 

３ パートタイム職員就業規則が適用されるパートタイム職員に対して、同規則第２９条

の規定にかかわらず、夏季休業等期間内に、特例夏季休業等特別休暇を付与するものとす

る。ただし、１週間の勤務日数が４日以下の者に付与する休暇は、第６項により特例夏季

休業等特別休暇として定められた３日のうちの当該勤務日に限るものとする。 

４ 勤務時間休暇等規程の準用を受ける特定有期雇用職員に対して、夏季休業等期間内に、

特例夏季休業等特別休暇に準ずる有給の特別休暇を付与するものとする。 

５ 勤務時間休暇等規程の準用を受ける再任用職員に対して、特例夏季休業等特別休暇に

準ずる有給の特別休暇を付与するものとする。この場合において、フルタイム勤務職員に

おいては第１項、短時間勤務職員においては第３項の規定をそれぞれ準用する。 

６ 特例夏季休業等特別休暇は、原則として夏季休業等期間内の連続する３日間とし、機構

本部においては機構長、各機関においては各機関の長が毎年度定めるものとする。ただ

し、機関の業務上の都合により夏季休業等期間に付与できない場合は、付与できない日数

分を当該年度内の別の日に付与できるものとする。 

７ 各機関の長が前項により特例夏季休業等特別休暇として付与する日を決定した場合



 

は、機構長に報告するものとする。 

 

（特例夏季休業等特別休暇の手続等） 

第３条 特例夏季休業等特別休暇の取得単位は１日とする。 

２ 業務上の都合により特例夏季休業等特別休暇として定められた日に取得できない場合

は、取得できなかった日数分を当該年度内の別の日に取得できるものとする。 

３ 前２項に定めるもののほか、特例夏季休業等特別休暇の取得手続等については、大学共

同利用機関法人人間文化研究機構職員の勤務時間及び休暇等の手続に関する細則（平成

１６年４月１日規程第４７号）第１３条の規定にかかわらず省略できる。ただし、前項に

より特例夏季休業等特別休暇として定められた日以外に取得する場合は、同条の規定を

準用し手続を取らなければならない。 

 

（その他必要な事項） 

第４条 前条までに定めるもののほか、この規程の施行に関し必要な事項は、機構長が別に

定めることができる。  

 

 

附 則 

（施行期日） 

第１条 この規程は、平成２４年６月１日から施行する。この場合において、平成２５年３

月３１日までに付与する臨時特例特別休暇の付与期間については、第２条第１項から第

３項までの各項中「４月１日」とあるのは「施行の日」と読み替える。 

（権衡上必要と認められる職員） 

第２条 この規程に定めるもののほか、臨時特例特別休暇を付与される職員との権衡上、機

構長又は機関の長が特に必要と認める職員には、臨時特例特別休暇に準ずる有給の特別

休暇を付与できるものとする。 

 

附 則 

（施行期日） 

第１条 この規程は、平成２６年４月１日から施行する。 

（改正に伴う特例） 

第２条 改正前の本規程附則第２条中「臨時特例特別休暇」とあるのは「特例夏季休業特別

休暇」と読み替える。 

 

附 則 

この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

 

 


